
ノ
ー

ti
1-"‐===

=
=
I!1l

I
h=

="=‐‐茎I
I
f

f
l
!l

-lf
l
!

　

れ駒巧 第 3 部 環 境 の 現 状 と 対 策

第 1 章 大 気 汚 染

第 亀 節 大気汚染の現況

l 概 要

本県では大気汚染に係る 環境基準物質の測定 を表25の と お り 実施 し てい る が 、 大規模な発生源が少

な い た め 、 二酸化硫黄は じ め各汚染物質 と も 全国的に も 低汚染地域であ り 、 経年的に も 横ばい傾向が

続い てい る 。 昭和 61 年度の測定結果によ る と 、 浮遊粒子状物質及び光化学オキ シ ダ ン ト -こ つい て短期

的には若干環境基準 を超 え る 地点が あ る が 長期的評価に よ る と鳥取市松並町 ( 固定局衛生研究所 )

及び米子市西福原 ( 固定局米子保健所 ) と も 全物質が環境基準に適合し てい る と 考 え ら れ る 。 ( 表26 ) d
ま た 、 自 動車排出 ガス に よ る 大気汚染は 、 一酸化炭素につい て横ばいの傾向に あ る 。

表 25 一般環境大気及び 自動車排出 ガス測定局一覧表

測 定 局 所 在 地

測 定 項 目

二酸化

硫 黄

一酸化

炭 素

浮遊粒子

状 物 質

窒 素

酸 化 物

光 化 学
オキシダン ト

大気測定局一般環境
衛 生 研 究 所 鳥取市松並町二丁 目 〇 ○ ○ ○ 〇

米 子 保 健 所 米子市西福原 〇 ○ ○ ○ 〇

日 吉 津 日 吉津村 日 吉津 〇

ガス測定局自動車排出
日 交旅行セ ン タ ー 鳥取市末広温泉町 〇

丸 山 交 差 点 鳥取市松並町三丁 目 ○

中 国 電 力 前 米子市加茂町 ○

( 注 ) ○印 は測定実施
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表 26 大気汚染の現況

測 定 物 質 環 境 基 準

測 定 結 果 ( 単位 : 浮遊粒子状物質吻/#、 その他 ppの

評 価

衛生研究所 米 子 保 健 所 日 吉 津

二 酸 化 い お う

1 時間値の 1 日 平均値

0. 04 ppm以下
0. 002 () 0. 023 0 . 0 0 0 () 0 . 0 2 8 0 . 001 () 0 . 022

全測定局が環境基準に 適合 し て い

る と 考 え ら れ る o
1 時間値 0. 1 ppm以下 0. 00 1 ~ 0. 045 0. 0 0 0 () 0. 0 6 4 0 . 00 1 ~ 0. 044

一 酸 化 炭 素

1 時間値の 1 日 平均値

1o ppm以下
0. 2 () 0. 9 0 . 2 ~ 1 . 2

全測定局が環境基準に適合し て い

る と 考 え ら れ る o1 時間値の 8 時間平均値

20 ppm以下
0. 1 ~ 1 . 2 0. 2 () 2 . O

米子保健所で環境基準 を 1 日 、 1

時間超 え た が 、 長期的評価では全

測定局が適合 し て い る と 考 え ら れ

る o

浮 遊 粒 子 状 物 質

1 時間値の 1 日 平均値

0. 1 0 増/#以下
0. 008 () 0. 065 0 . 0 l o () 0. 1 2 7

1 時間値

0. 20 吻/#以下
0. 004 ~ 0. 1 93 0 . 0 0 4 ~ 0. 2 6 2

二 酸 化 窒 素

1 時間値の 1 日 平均値が 0. 錐

~0. 06 ppmまでの ゾー ン内又は
それ以下

0. 000 () 0 . 0 1 6 0 . 0 0 3 ~ 0. 0 2 7
全測定局が環境基準に適合 し てい

る と 考 え ら れ る 。

光化学オキ シ ダ ン ト 1 時間値 0. 06 ppm以下 0 . 000 () 0 . 100 0. 0 0 0 () 0 . 0 8 3

衛生研究所及び米子保健所で環境

基準 を 若干超 え た が、 緊急時の措

置基準 0. 12 ppm を超 える こ と は な か

っ た 。

の

　

　

｢
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物質 二酸化いお う 一 酸 化 炭 素 浮遊粒子状物質 二酸化窒素 光化学オキ シダ ン ト

環境上の条件
1 時間値の 1 日

平均値が0.04p王血
以下であ り 、 か
つ 、 1 時間値が
0. 1 PPm 以下で

あ る こ と 。

1 時間値の 1 日 平

均値が1o ppm以
下であ り 、 かつ 、
1 時間値の 8 時

間平均値が20p王血
以下で あ る こ と 。

1 時間値の 1 日 平
均値が 0. 10 鰡ゾガ
以下であ り 、 か つ
1 時間値が 0. 2C吻
/ぜ以下であ る こ

と o

1 時間値の 1 日
平 均値 が 0. 04

pF皿から 0.節pp血
ま での ゾ ー ン内

又はそれ以下で
あ る こ と o

1 時間値が 0. 06

ppm以下である こ と 。

測定方法
溶液導電率法 非分散型赤外分析

計 を用い る 方法
ろ過捕集に よ る 重
量濃度測定方法叉
は 、 こ の方法に よ

って測定 さ れた重
量濃度 と 直線的な
関係 を有す る 量が

え ら れ る 光散乱法

ザル ッ マ ソ試薬
を 用い る 吸光光

度法

中性 ヨ ウ化 カ リ ウ

ム 溶液を用い る 吸

光光度法叉は 、 電
量法

備考 1 . 浮遊粒子状物質 と は 、 大気中 に浮遊す る 粒子状物質であ っ て 、 その粒径が 10 ミ ク ロ ン以
下の も の をい う 。

2. 光化学オ キ シ ダ ン ト と は 、 オ ゾ ン 、 パ ー オ キ シ ア セ チルナ イ ト レー ト 、 そ の他の 光化学
反応に よ り 生成 され る 酸化性物質 ( 中性 ヨ ウ 化 カ リ ウ ム 溶液か ら ヨ ウ 素 を遊離す る も の に
限 り 、 二酸化窒素 を除 く ) を い う 。

昭和 48 年 5 月 8 日 環境庁告示第 25 号制定

昭和 48 年 5 月 16 日 環境庁告示第 蘂 号一部改正
昭和 53 年 7 月 1 1 日 環境庁告示第 38 号一部改正

表 27 大気汚染に 係る 環境基準 昭和 48 年 5 月 16 日 環境庁告示第 蘂 号一部改正

2 汚染物質別測定結果

(1 ) 二酸化硫黄

二酸化硫黄濃度の測定は 、 自 動測定機 ( 溶液導電率法 ) に よ り 鳥取市松並町鳥取県衛生研究所

( 以下 ｢ 衛生研究所 ｣ と い う 。 k 日 吉津村 日 吉津藤山宅 ( 毎 月 1 回 、 約 2 週間連続 〕 並びに米 子

市西福原米 子保健所 ( ｢ 以下 ｢ 米 子保健所 ｣ と い う 。 ) で実施 し てい る 。 し

昭和 6 1 年度の 測定結果に よ れ ば、 衛生研究所では測定時間 8, 612 時間に つい て 1 時間値の 1 日平

均値の最高値0. 023帖皿であ り 環境基準 に適合 し てい る 。 米子保健所では測定時間が 7, 751 時間で 、

1 時間値の 1 日 平均値の最高値は 0. 028ppmであ り 、 環境基準に適合し て い る 。 ま た 、 日 吉津村 日 吉

津は環境基準に適合し てい る と 考 え ら れ る 。

二酸化硫黄の経年変化は図 1 の と お り であ る 。

二酸化鉛法に よ る 硫黄酸化物測定を鳥取市 5 地点、 倉吉市 4 地点 、 米子市 6 地点、 境港市 3 地点、

日 吉津村 1 地点 で実施し てお り 、 昭和 6主年度測定結果は最高 0376 噂 S0 3/ 日/ 100 節符 b 0 2 (皆

生温泉会館 ) で、 汚染の 目安 と さ れ る 0 5 吻 S 0 3 / 日/ 100 伽2P b 0 2 を 下回 っ て いる 。 経年変化

は図 2 の と お り であ る 。

- 3 8 -

醐
岫墹

館剛
脚翻鬮
岬
渦
岬
満
開
団
厩
剛
脚
濶

冊爛
踊鯏剛

鬮剛
劇

馴脚
脚
脚
榊
馴
榊
劇
臓
鯛
榊
榊
榊
脚
臟
榊
榊劇

鰤榊
馴獅

鰤酬
榊
聞



表 28 二酸化硫黄濃度測定結果

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
1 時間値

が0, 1pP皿
を超 え た

時間数 と
その 割合

日 平均値
が 。･ 04

ppmを超
え た 日 数

と その割
合 時間値の最高値 日平均値の最高値 勝平均値の二脆

日平均値
o. 04 PPm
を超 え た

日 が 2 日

以上連続

し た こ と

の 有 無

環境基準の
長期的評価
に よ る 日 平
均値 0.04
Ppmを超 え
た 日 数

( 日 ) ( 時間 ) ( pp回 鮴贓 ( % ) ( 日 ) ( % ) (抑止幻 ( PF血) ( PF皿) ( 有 x無○ ) ( 日 )

衛生研究所 355 8,6 12 0 .005 O 0 O 0 0. O45 0 . 023 0.0 1 1 〇 0

米子保健所 3 19 7 ,751 0.α)4 O O O 0 0 . 064 0 .028 0 . 0 10 〇 0

日 吉 津 1 74 4,4 12 0.004 O O O 0 0.0く趨 0.022 0 . 0 1 5 〇 0

@ ( 注 ) 有効測定 日 数 と は 、 1 日 の測定時間が 20 時間以上であ る 日 数

表 29 二酸化硫黄濃度経年変化

測定局 項 目 齪.年和度
昭 和
57年度 題年僂 5翳年和度

昭 和
60年度 鼾年護

衛生研究所
測 定 時 間 ( 時間 ) 8, 868 8, 674 8, 628 8, 722 8, 526 8, 6 1 2

年 平 均 値 ( ppm ) 0. 006 0 . 005 0 . 005 0 . 0 (お 0. 0 05 0 . 005

1 時 間値 が 0. 1 p p m を
超 え た 時 間 数

( 時間 ) O 0 0 0 O O

日 平均値 が 0. 04 ppm を
超 え た 日 数

( 日 ) 0 0 0 O 0 0

1 時 間 値 の 最 高 値 ( p pm ) 0 . 0 て硲 0. 059 0 . α“ 0. 0乙鱒 0. 05 1 0 . 045

日 平 均 値 の 最 高 値 ( p pm ) 0 . 023 0 . 0 19 0 . 0 1 3 0 . 0 1 5 0 . 0 17 0 . 023

米子保健所
測 定 時 間 ( 時間 ) 3 , 6 92 4, 1 25 4, 702 4, 笈l6 4 , 1 23 7 , 75 1

年 平 均 値 ( ppm ) 0 . 008 0 . 008 0 . 00 6 0 . 007 0 . の6 0. 004

1 時 間値が 0. 1 p pmを
超 え た 時 間 数

( 時間 ) O 2 0 O O O

日 平均 値 が 0. 04 p pmを
超 え た 日 数

( 日 ) 0 3 0 0 0 0

1 時 間 値 の 最 高 値 ( p pm ) 0 . 060 0 . 1 2 1 0 . 027 0 . 041 0 . 045 0 . 064

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 023 0 . 057 0 . 0 10 0 . 020 0 . 020
L

0. 僻8
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測定局 項 目 認年震 野年僂 題8年震 寵年震 認年僂 髯年簑

境港市老人福祉セソタJ
※

測 定 時 間 ( 時間 ) 1 , 344 861 2 , 588 3 , 789 3, 982

年 平 均 値 ( ppm ) 0 . 005 0. α)5 0 . 005 0 . 008 0. α)9

1 時 間値 が 0. 1 ppm を
超 え た 時 間 数

( 時間 ) O O 0 イ.I!- 13

日 平 均値が 0. 04 ppm を
超 え た 日 数

( 日 ) O 0 0 O 5

1 時 間 値 の 最 高 値 ( p pm ) 0. 034 0. 0 1 7 0 . 040 0. 1 09 0. 1 46

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0. 0 12 0 . 008 0 . α)9 0 . 03 1 0. 050

日吉津
測 定 時 間 ( 時間 ) 1 , 560 4, 320 4, 052 4, 030 4, 303 4, 41 2

年 平 均 値 ( ppm ) 0. 005 0 . 006 0 . 004 0 . 005 0. 004 0. 004

1 時 間値 が 0. 1 ppm を
超 え た 時 間 数

( 時間 ) O 1 0 O O O

日 平均値 が 0. 04 ppm を
超 え た 日 数

( 日 ) O O O O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 070 0. 1 29 0 . 100 0 . 0卸 0. 025 0. 044

日 平 均 値 の 最 高 値 ( Ppm ) 0 . 026 0. 032 0 . 027 0. 02 1 0 . 0 15 0. 022

※印は昭和 59 年 2 月 か ら境港工業高校 よ り 変更

-4 0 -



二酸化鉛法に よ る 硫黄酸化物濃度年平均値圃隆年変化
f 表 30

　
( 単位 : 昭 S0 3 /日 / 1 00 伽2 p bo 2 )

定 地 点 噸6 年健 勝 年僂 顎8 年僂 顔, 議 噸. 年護 怒. 年震
鳥 取 警 察 署 0. 092 0 . 08 1 0 . 045 0. 089 0075 0. 083

鳥 取 女 子 高 校 0. 176 0 . 084 0. 046 0 . 085 0 . 097 0. 107

粁 鳥 取 市 鳥 取 市 立 病 院 0. 184 0. 1 53 0 . 1 44 0 . 1 63 0 . 1第 0. 1 47

}
＼

き
コ

も

　　　
　
　
　

　
　

鳥 取 商 工 会 館 0. 106 0 . 082 0 . 047 0 . 080 0 . 079 0. o 68

山 陰 合 銀 鳥 取 支 店 0. 1 65 0 . 245 0. 059 0 . 1 1 1 0 . 1 30 0 . 1 38

倉 吉 市 役 所 0. 031 0 . 034 0 . 029 0 . 065 0 . 038 0. 01 7

日 本 交 通 新 町 営業 所 0. 072 0 . 07 1 0 . 059 0 . 076 0 . 07 9 0 . 051

倉 吉 市 ※蟹部 総 合 事 務 所 o. o30 0 . o3 1 0 ･ 0“ 0･ 093 0 ･ 04 1 0･ 鋼
か ら さ わ や 駅 前 店 0. 049 0. 049 0 . 04 1 0 . 第1 0. 042 0 . 036

夜 見 鉄 工 団 地 0. 125 0 . 062 0 . 074 0 . 064 0 . 075 0 . 080

ふ N 日 K 住 吉 中 継 所 0. 073 0 . 1 78 0 . 046 0. 036 0. 029 0 . 044

皆 生 温 泉 会 館 0. 284 0. 1 1 8 0 . 222 0 . 15 1 0 . 1 72 0 . 1 50

子 市 米 子 保 健 所 o. 1 1 7 o . 1 1 0 0 . o88 0. O80 0 . 053 0 . 064
べ部

艘 米 子 商 工 会 議 所 0. 1 99 0 . 062 0 . 1 5 1 0 . 1 87 0 . 149 0 . 1 59

西 部 総 合 事 務 所 0. 237 0. 080 0 . 177 0 . 1 6 1 0 . 1 27 0江36

済 生 会 境 港 総 合 病 院 0. 202 0. 1 49 0 . 1 89 0 . 1 23 0 . 1 4 1 0 . 207

隆 港 市 境 測 候 所 O‐ 1 3O O ‐ O76 〇 ‐ 1O8 〇 ‐ 〇69 〇 ‐ O56 O ‐ 1 O4

余 子 小 学 校 0. 1 03 0 . 045 0 . 072 0036 0. 022 0〇35

‘ 着津村 甜 日 吉 津 小 学 校 0. 202 0 . 1 2 1 0 . 1 78 0 . 1 39 0 . 1 0 1 0 . 1 56

黎注 ) ※ 1 は昭和 60 年 4 月 か ら 県立厚生病院か ら変更。

撚 れ 『 }

錢に酸化鉛法に よ る 硫黄酸化物汚染度の評価

染 度 吻/s o 3 / 日 / 100 節2P b0 2 評 価

度 第 1 度 0. 5 以上 1 . 0 未満 軽微な 汚染

第 2 度 1 . 0 以上 2 . 0 未満 普通度の汚染

第 3 度 2 . 0 以 上 3 . 0 未満 中等度の汚染

第 4 度 3. 0 以上 4. 0 未満 やや高度の汚染

第 5 度 4. 0 以上 高度の汚染

P b0 2 法 に よ る s0 2 汚染度の判定基準 ( 寺部 )

一 4 1 -



図 1 二酸化硫黄濃度の経年変化

0----0 衛生研究所

× --- × 米子保健所

△---嶺鞭多分一
口一一一一□ 日 吉 津

環境基準

56 57 58 59 60 6 1

図 2 二酸化鉛法に よ る 硫黄酸化物濃度経年変化

0一一--0 鳥 取 市

●-一一一● 倉 吉 市

×----× 米 子 市

△-一--△ 境 港 市

ロー-【□ 日 吉 津 村

1oo 勿2P Iめ 2 )
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(2 ) 一酸化炭素

ァ 一般環境大気測定局

一般化炭素濃度の測定は 、 自 動測定機 ( 非分散型赤外分析法 ) に よ り 昭和50年 6 月 か ら衛生研

究所で、 昭和 54 年 3 月 か ら 米子保健所で実施 し て い る 。

昭和 6 1 年度測定結果 ( 表 32 ) に よ れば、 衛生研究所では測定時間 8, 693 時間に ついて 1 時間

値の 8 時間平均値の最高値 1 . 2 ppm 、 日 平均値の最高値 0. 9 ppm であ り 、 環境基準 に適合している 。

ま た 、 米子保健所では測定時間 8, 689 時間に つい て 、 1 時間値の 8 時間平均値の最高値は 2. o

p pm 、 日 平均値の最高値 1 . 2 p pmであ り 環境基準 に適合 し て い る 。

経年変化は表 33 の と お り であ る 。

イ 自動車排出 ガス測定局

自動車排出 ガス に よ る 大気中一酸化炭素濃度の測定は 、 自動測定機 ( 定電位電解法 滋こ よ り 昭

和 50 年度か ら鳥取市末広温泉町 ( 日 交旅行打セ ン タ ー ) で 、 昭和 53 年度か ら 米子市加茂町 ( 中国

の 電力前 ) で、 昭和 54 年 5 月 か ら鳥取市松並町 ( 丸山交差点 ) で毎月 1 回実施し て い る 。

昭和 6主年度測定結果 ( 表 34 泥こ よ れば、 3 地点の 日 平均値最高値は 4. 8 p王血 ( 日 交旅行セ ンタ

ー ) 、 1 時間値の 8 時間平均値の最高値は 6 . 6 ppmG ( 日 交旅行セ ンタ ー ) であ り いずれ も 環境基

準に適合 し てい る と 考 え ら れ る 。

表 32 一酸化炭素濃度測定結果 ( 一般環境大気測定局 )

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
8 時間値

が 20ppm
を超 え た

回数 と そ

の 割 合

日 平均値

が 1oppm
を超 え た

日 数 と そ

の 割 合 8時間値の最高値 日平均値の最高値
日 外

値
の

%
除値

日 平均値

1oppmを
超 え た 日
が 2 日 以
上連続 し
た こ と の

有 無

環境基準
の長期的
評価に よ
る 日 平均
値 1oppm
を超 え漢こ
日 数

( 日 ) (時間 ) ( p朝" ( 回 ) ( % ) ( 日 ) ( % ) ( ppm) ( ppm) ( 四皿) ( 有 × 無 ○ ) ( 日 )

衛生研究所 361 8, 693 0 . 4 O 0 O 0 1 . 2 0 . 9 0 . 7 ○ 0

米子保健所 360 8, 689 0 . 5 O O O O 2 . O 1 . 2 0 . 9 ○ 0

( 注 ) 有効測定 日 数 と は 、 1 日 の測定時間が 20 時間以上であ る 日 数
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表 33 一酸化炭素濃度経年変化 ( 一般環境大気測定局 )

欖定 項 目 罷年護 野年護 護年護 魔年僂 邪年震 蟹年震

衛生研究所
測 定 時 間 ( 時間 ) 8, 645 8, 725 8, 54郎 8, 6卸 8, 575 8, 693

日 平 均 値 ( pp血 ) 0 4 0. 4 0 . 4 0 . 4 0 . 4 0 . 4

8時間値が 20pp血を超えた回数 ( 回 ) O O O 0 O O

日 平均値が 1oppmを超 えた 日数 ( 日 ) O 0 O O O O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 1 . 9 1 . 8 1 . 6 1 . 5 2 . 1 1 . 2

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 1 . 2 L 3 1 . 1 1 . O 1 . 3 0. 9

米子保健所
測 定 時 間 ( 時間 ) 3 , 3 92 4 , 1 02 4, 631 3 , 3 1 9 3 , 1 06 8, 錢;9

年 平 均 値 ( ppm ) 0. 5 0. 5 0. 5 0. 5 0. 5 0. 5

8時間値が 20ppmを超えた回数 ( 回 ) 0 0 O 0 O O

日 平均値が lop王血を超えた 日 数 ( 日 ) O O O O O O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 1 . 6 1 . 9 1 . 7 1 . 4 1 . 5 2 . O

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 1 . 1 1 . 1 1 . 1 1 . 2 1 . 0 1 . 2

境港市老人福祉セノター
※

測 定 時 間 ( 時間 ) 1 , 340 863 2, 636 2 , 762 2, 358

年 平 均 値 ( ppm ) 0 . 3 0 . 3 0 . 3 0 , 3 0 . 4

8時間値が 20ppmを超えた回数 ( 回 ) O O 0 O O

日 平均値が 1oppmを超えた 日 数 ( 日 ) O 0 O 0 O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 9 1 . 0 1 . 1 L 8 1 . 2

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 6 0. 7 0 . 5 1 . 2 0 . 8

( 注 ) ※印 は昭和 59年 2 月 か ら境港工業高校よ り 変更。
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表 3 4 一酸化炭素濃度測定結果 ( 自動車排出 ガス測定局 )

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
8 時間値が 2 0

ppm を超 え た回

数 と そ の 割 合

日平均値が 1 0

ppm を超 え た 回

数 と そ の 割 合 最高値8時間値の 最高値日平均値の
( 日 ) (時間) ( ppm) (回 ) (% ) ( 日 ) (% ) ( ppm ) ( ppm )

日 交旅行 セ ン タ ー 1 2 288 3 . 4 O O 0 0 6. 6 4 . 8

丸 山 交 差 点 12 288 1 . 4 0 O O 0 3 . 9 2 . 1

中 国 電 力 前 1 1 264 1 . 4 O O O 0 2 . 5 1 . 9

( 注 ) 有効測定 日数 と は 、 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上であ る 日 数

の 表 3 5 一酸イヒ炭素濃度経年変化 ( 自動車排出 ガス測定局 )

測定局 項 目 雅和驚 茅髪 翠憎 鑿和協 潭増 鑿亀

日交旅行センター
測 定 時 間 (時間 ) 264 235 3 1 2 286 288 288

年 平 均 値 ( ppm ) 2 . 5 3 . O 3 . 6 3 . 7 4 . O 3 . 4

8 時間値が20 ppm を超 え た 回数 ( 回 ) 0 O 0 O O O

日 平均値が1o ppmを超 え た 日 数 ( 日 ) O O 0 0 0 O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 6. 9 8 . O 7 . 9 1 1 . 7 1 1 . 7 6 . 6

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 3. 3 5 . 5 5 . 3 8 . 9 8 . 6 4. 8

丸山交差点
測 定 時 間 (時間 ) 240 1 92 288 283 288 288

年 平 均 値 ( ppm ) 1 . 6 1 . 6 1 . 6 2 . O 2 . 6 1 . 4

8 時間値が20 ppmを超 え た回数 ( 回 ) 0 O 0 O O O

日平均値が1o ppmを超 え た 日数 ( 日 ) 0 O 0 O O O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( Ppm ) 3 . 7 3 . 7 3 . 6 4 . 4 1 0 . 9 3 . 9

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 2 . 3 2 . 2 2 . 6 3 . 5 6 . 4 2 . 1

中国電力前
測 定 時 間 (時間 ) 288 264 288 288 288 264

年 平 均 値 ( ppm ) 1 . 4 1 . 5 1 . 3 1 . 4 1 . 8 1 . 4

8 時間値が20 ppmを超 え た 回数 ( 回 ) 0 0 O O 0 O

日 平均値が 1o ppmを超 え た 日数 ( 日 ) O O 0 O 0 O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 2 . 6 3 . O 2 . 3 2 . 5 3 . 3 2 . 5

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 2 . 1 2 . 2 2 . O 2 . O 2 . 5 1 . 9
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図 3 一酸化炭素濃度経年変化
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(3) 浮遊粒子状物質

浮遊粒子状物質濃度の測定は 、 自動測定機 ( 光散乱法 ) に よ り 測定 し た相対濃度を重量濃度に換

算す る 方法 に よ り 昭和 4 8 年 9 月 か ら衛生研究所で、 昭和 5 4 年 3 月 か ら 米子保健所で実施 し て

い る 。

昭和 6 1 年度測定結果 ( 表 3 6 ) に よ れば、 衛生研究所では 日平均値の最高値 0. 0 6 5 mg/m 3

1 時間値の最高値 0. 1 9 3 mgイm3 で、 環境基準 に適合 し て い る 。 ま た 、 米子保健所では 日平均値

の最高値 0. 1 2 7 mg/m3 、 1 時間値の最高値 0. 2 6 2 mg/m3 と 環境基準 を超 え た が 長期的評

価か ら見 て環境基準 に適合 し て い る と 考 え ら れ る 。

経年変化は表 3 7 の と お り であ る 。

表 3 6 浮遊粒子状物質濃度測定結果

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
1時間値が

0.20mルイげ
を超 え た

時間数 と

そ の割合

日平均値動弍

0 . 1 om影響

を超 え た

日 数 と

そ の割合 1時間値の最高値 日平均値の最高値 日平均値の2%除外値
日平均値

0. 1 om膨盆
を 超･ゾえ
た 日 が 2

日 以上達
続 した こ
と の有無

環境基準の
長期的評価
に よ る 日平

均値 0. 1 0
mヅうけ を
超えた 日数

( 日 ) 時間) 杉認 時間) (%) ( 日 ) (% ) 牝 ) ルが ) 移譲 (有 ×無○ ) ( 日 )

衛生研究所 363 8,727 0 .023 O O O 0 0 . 1 93 0 .065 0 .052 ○ O

米子保健所 291 7 ,050 0 .029 1 0 .O 1 0 . 3 0 .262 0 . 1 27 0 .069 ○ O

( 注 ) 有効測定 日 数 と は 、 1 日 の 測定時間が 2 0 時間以上であ る 日数

の 表 3 7 浮遊粒子状物質濃度経年変化
損瀞 項 目 軒簑 潭稠幾 年昭和麗 彈和驚 軒雙 軒毀

衛生研究所
測 定 時 間 ( 時間 ) 8, 680 8, 663 8, 6 1 3 8 , 680 8 , 642 8 , 727

年 平 均 値 (贈るが ) 0 . 026 0 . 025 0 . 025 0 . 027 0 . 024 0 . 023

1 時精謳但が 0.20 m"節 を超えた時間数 ( 時間 ) O 0 O O 0 O

日 平均値が 0. 1 o mg者げ を超 え た 日数 ( 日 ) O O 0 0 0 O

1 時 間 値 の 最 高 値 (叱れげ ) 0 . 1 70 0 . 1 75 0 . 1 97 0 . 1 63 0 . 165 0 . 1 93

日 平 均 値 の 最 高 値 無〆げ ) 0. 083 0 . 066 0 . 07 1 0 . ot34 0 . 065 0 . 065
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誓 項 目 鑿極 雅和髪 雅和雙 軒雙 雅和雙 鑿和震

米子保健所
測 定 時 間 ( 時間 ) 2 , 692 4, 097 4 , 703 3 , 838 4, 146 7 , 050

年 平 均 値 (m挙げ ) 0. 032 0 . 020 0 . 0 17 0 . 02 1 0 . 02 1 0 . 029

1 嚇日謳但が 0.20m挙げ を超えた時間数 ( 時間 ) 4 0 O O 0 1一上

日平均値が 0. 1 o mg垢響 を超 え た 日数 ( 日 ) O 0 O O O '-且-

1 時 間 値 の 最 高 値 (m多げ ) 0. 290 0. 1 45 0. 1 33 0. 123 0. 1 1 8 0 . 262

日 平 均 値 の 最 高 値 (mヅげ ) 0 . 1 22 0 . 068 0 . 045 0. 062 0. 058 0. 1 27

境港市老人福祉セノター
※ 測 定 時 間 ( 時間 ) 1 , 1 5 1 647 2, 588 3 , 鮫邊 3 , 955 /

年 平 均 値 価ジ盆 ) 0. 02 1 0 . 027 0 , 023 0. 025 0. 0 1 6 /
1 嘲日腕が 0.20 m挙げ を超えた時間数 ( 時間 ) 0 O 0 3 0 /
日平均値が 0. 1 0雌垢げ を超 え た 日数 ( 日 ) 0 0 0 1 O /
1 時 間 値 の 最 高 値 知多節 ) 0 125 0 1 33 0 1 37 0 784 0 104 /
日 平 均 値 の 最 高 値 知多餅 ) 0. 041 0 . 079 0. 081 0 . 1 1 5 0 . 048 /

( 注 ) ※印は昭和 5 9 年 2 月 か ら境港工業高校 よ り 変更

図 5 浮遊粒子状物質濃度経年変化
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(4) 窒素酸化物

窒素酸化物濃度の測定は 、 自 動測定機 ( ザル ッ マ ソ試薬 を用 い る 吸光光度法 ) に よ り 昭和 4 8 年

5 月 か ら衛生研究所で、 昭和 5 4 年 3 月 か ら 米子保健所で実施し て い る 。

昭和 6 1 年度の二酸化窒素の測定結果 ( 表 3 8 ) に よ れば、 衛生研究所では 日平均値の最高値が

0. 0 1 6 ppm であ り 環境基準に適合 し て い る 。 ま た 、 米子保健所では 日平均値の最高値が 0. 0 2 7

ppmであ り 、 環境基準に適合 し て い る 。

二酸化窒素の経年変化は表 3 9 の と お り であ る 。

表 3 8 二酸化窒素濃度測定結果

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
日平均値が

0.06 ppm を

超 え た 日 数

と そ の割合

日平均値が

0.04 ppm以
上 0.06 ppm
以下の 日数

と そ の割合 1時間値の最高値 日平均値の最高値 日平均値の年間第%値
｢

98%値評価
に よ る 日平

均値が0.06

PIm を超 え
た 日 数

( 日 ) (時間) ( ppm ) ( 日 ) (% ) ( 日 ) (% ) ( ppm) ( ppm) ( ppm ) ( 日 )

衛生研究所 343 8, 275 0. 005 0 O 0 O 0 . 035 0. 0 1 6 0 . 0 1 2 O

米子保健所 351 8, 566 0 . 0 1 1 O O O O 0 . 1 23 0 . 027 0 . 022 O

( 注 ) 有効測定 日数 と は 、 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上であ る 日 数。

表 3 9 二酸化窒素濃度の経年変化

損瀞 項 目 軒驚 鑿帷 野驚 雅和驚 鑿和轢 潭樅

衛生研究所
測 定 時 間 (時間 ) 8 , 682 8 , 525 8 , 斜馬 8, 548 8, 683 8 , 275

年 平 均 値 ( ppm ) 0 . α)8 0 . 008 0 . 008 0. 007 0 . 006 0 . 005

日 平均値が0.0 6 ppmを超 え た 日 数 ( 日 ) 0 0 0 O O 0

1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 052 0. 058 0 . 046 0. 040 0 . 042 0 . 035

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 025 0 . 028 0 . 030 0 . 021 0 . 023 0 . 0 1 6

米子保健所
測 定 時 間 (時間 ) 3 , 853 4, 2 18 4 , 671 4 , 294 4, 266 8 , 566

年 平 均 値 ( ppm ) 0 . 0 1 3 0 . 0 1 0 0 . 009 0 . 0 1 0 0 . 009 0 , 0 1 1

日平均値が0.0 6 ppmを超 え た 日数 ( 日 ) O O 0 O 0 O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 047 0 . 055 0 . 043 0 . 054 0. 106 0 . 1 23

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 026 0 . 025 0 . 026 0 . 029 0 . 024 0. 027
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智 項 目 鑿和驚 撃繁 躯鼈 雅和驚 雅和雙 鑿和擾
※境

露
セ

、ン

タ

1

測 定 時 間 (時間 ) 1 , 34斡 864 2 , 636 3 , 935 3 , 839

)

年 平 均 値 ( ppm ) 0. 004 0. 004 0. 003 0. 005 0. 005

日平均値が0.0 6 ppmを超 え た 日数 ( 日 ) O O O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 029 0 . 033 0 . 024 0. 044 0. 033

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 009 0 . 0 1 2 0 . 0 1 1 0 . 024 0 . 0 1 7

( 注 ) ※印は昭和 5 9 年 2 月 か ら境港工業高校 よ り 変更。

図 6 二酸化窒素濃度経年変化
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(5) 光化学オ キ シ ダ ノ ト

光化学オ キ シ ダ ン ト 濃度 の測定は 、 自動測定機 ( 中性 ヨ ウ 化 カ リ ウ ム溶液 を用 い る 吸光光度法 )

に よ り 昭和 4 8 年 6 月 か ら衛生研究所で 、 昭和 5 4 年 3 月 か ら 米子保健所で実施し て い る 。

昭和 6 1 年度の測定結果 ( 表 4 0 ) に よ れば、 衛生研究所では 1 時間値の最高値が 0. 1 0 0 磨血

であ り 、 昼間測定 日数 3 6 5 日 、 時間数 5, 3 9 9 時間中 6 0 日 3 1 4 時間が環境基準 を超 え て い る

が 緊急時の措置基準 0. 1 2 ppmを超 え る こ と は な か っ た 。 米子保健所では 1 時間値の最高値が 、

0. 0 8 3 ppm であ り 、 昼間測定 日数 3 4 5 日 、 時間数 5 , 0 2 4 時間中 2 5 日 1 0 0 時間が環境基準

を超 え て い る が 緊急時の措置基準 0. 1 2 ppm を超 え る こ と は な か っ た 。 ま た 、 被害の届臨まなかっ

た 。

経年変化は表 4 1 の と お り で あ る
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表 4 0 光化学 オキ シ ダ ン ト 濃度測定結果

測 定 局 有効測定日数 測定時間数 年平均値
1 時間値

が 。･ 0 6

ppmを超

え た時間

数 と そ の

割 合 1時間値の最高値 日平均値の最高値 昼間測定日数 昼間測定時間数
昼間の 1

時間値が

0.06 PPm

を超 え た

日 数 と

時 間 数

昼間の 1

時間値が

o. 1 2 PPm

以 上 の

日 数 と

時 間 数 昼間の1時間値の最高値
昼間

間値

の の

最年
高平
1 均

時値

(副 時間 (ppm 時間 鰯 (ppm) (ppm ) (日) 時間) (副 時間) ㈲ 時間) (ppm) (Ppm )

衛 生 研 究 所 357 8,41 1 0 .032 358 4 . 3 0 . 1 00 0 .069 365 5 ,399 60 3 14 0 O 0 . 1 00 0 .049

米 子 保 健 所 326 8,056 0.024 1 14 1 . 4 0 .083 0.061 345 5 ,024 25 100 O O 0.083 0.035

( 注 ) 1 . 有効測定 日 数 と は 、 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上であ る 日 数。

3 2. 昼間 と は 5 時か ら 2 0 時 ま での時間帯。

表 4 1 光化学オ キ シ ダ ン ト 濃度経年変化

誓 項 目 鑿和震6 軒雙 軒髪8 軒罪 軒雙O 軒饅

衛生研究所

昼 間 測 定 日 数 ( 日 ) 344 357 355 364 364 365

昼 間 測 定 時 間 (時間 ) 5 , 122 5 , 339 5 , 302 5 , 356 5 , 346 5 , 399

昼間の 1 時間値が 0. 0 6 pp皿 を超
え た 日 数 と 時間数

( 日 ) 9 1 9 1 9 1 8 23 60

( 時間 ) 2 1 87 94 75 84 3 14

獲醒鵲の 眼帯寄れn勤め. 1 2ppm1以 H公開精緻 (時間 ) 0 O O 0 0 O

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 077 0 . 錠塾 0. 鎌望 0 . 080 0 . 098 0 . 1 00

昼間の 日 最高 1 時間値の年平均値 ( ppm ) 0 . 039 0 . 042 0 . 044 0. 03 1 0 . 047 0 . 049

米子保健所

昼 間 測 定 日 数 ( 日 ) 1 36 1 63 1 77 1 85 1 73 345

昼 間 測 定 時 間 (時間 ) 2 , 0 1 1 2 , 423 2 , 650 2 , 552 2 , 469 5 , 024

昼間の 1 時間値が 0. 0 6 ppm を超
え た 日 数 と 時間数

( 日 ) 6 9 1 1 8 1 25

(時間 ) 36 37 55 35 3 1 00

昼間の 1時精鰤首が0. 1 2pIm以上硼攝曰緻 (時間 ) O 0 0 O O O

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 086 0 . 082 0. 081 0 . 086 0 . 068 0. 083

昼間の 日最高 1 時間値の年平均値 ( ppm ) 0 . 037 0 . 042 0 . 046 0. 039 0 . 036 0 . 035
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瀕鷺定 項 目 雅和護 鑿和毀7 野淺8 軒髪9 軒雙O 軒袋

※境
港
市
老
人
福
社
セ

、ソ

タ

l

昼 間 測 定 日 数 ( 日 ) 44 36 88 1 75 1 67 /
昼 間 測 定 時 間 (時間 ) 657 539 1 , 3 14 2 , 506 2 , 422 /
昼間の 1 時間値が 0. 0 6 pp血 を超
え た 日数 と 時間数

( 日 ) 5 3 23 1 8 O /
(時間 ) 41 1 3 u3 67 O /

屋醍鵲の概続朝値が0, 1 2ppm以上〆御さ攝日輔数 (時間 ) O O O O O ノ
昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 1 14 0. 083 0 . 093 0. 091 0. 063 /
昼間の 日最高 1 時間値の年平均値 ( ppm ) 0 . 048 0. 049 0. 047 0 . 046 0. 041 /

( 注 ) 1 . 昼間 と は 5 時か ら 2 0 時ま での時間帯。

※印は昭和 5 9 年 2 月 か ら境港工業高校よ り 変更。

= 図 7 光化学 オキ シ ダ ン ト

環境基準を超 え た 日数の経年変化

◇--◇ 衛生研究所

×---× 米子保健所

　　　　　　　　

56 57 58 59 60 6 10 . 06

を越

日数 年度
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(6) 降下ぱい じ ん

降下ぱい じ ん の測定は 、 デ ポ ジ ッ ト ゲ ー ジ法に よ る 測定 を昭和 4 6 年 9 月 か ら開始 し 、 現在 4 市

1 村 、 計 5 地点で実施し て い る 。

昭和 6 1 年度の測定結果 ( 表 4 2 ) を 見 る と 最高は米子市糀町 ( 西部総合事務所 ) の 1 5 .8 t on

/肝/月 で、 最低は倉吉市葵町 ( 倉吉市役所 ) 0. 6 ton /垈好/月 であるが 、 年 平均 を見 て も 全潰り点

で汚染の 目 安 と さ れ て い る l o ton /俄榊/月未満の部類 に入 り 軽微な汚染 と い え る 。 ま た 、 経年

的 に み て も 横ばい傾向 に あ る 。 ( 図 8 )

( 単位 tonハザノ月 )

測定年度

測定点

昭和66年度 昭和57年度 昭椰昨度 昭和59年度 昭和60年度 昭和61年度

最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均

鳥取
山陰合同銀
行鳥取支店

9. 1 2 . 1 5 .6 12 . 9 1 . 9 6 .O 18 .5 3 . 1 8 .4 1 1 . 1 3 . 1 6 .7 11 .5 2 . 1 6 .2 12 .4 1 . 9 5 .4

倉吉 倉吉市役所 8.O 0.9 3 . 9 6 . 9 1 .6 3 . 6 7 .8 1 .6 4. 2 8.5 1 . 7 4 . 3 4. 3 0 .6 2 .5 4.8 0 . 6 2 . 9

米子
西 部 総 合
事 務 所

8. 1 1 . 6 4.5 9.5 1 . 9 4 .8 12 .9 2 .7 6 .8 10.3 1 . 3 5 .7 10 . 1 1 .9 5 . 1 15 .8 1 .6 5 .8

境港
済生会境港
総 合 病 院

9.O 1 . 9 5 . 2 11 .8 2 . 8 6 .2 13 .4 2 . 5 7 . 1 11 . 1 2 .7 6 .5 LO.4 1 . 7 5 . 1 14.7 1 . 1 5 .4

日吉津
日 吉 津
小 学 校

7. l 1 .4 3 .3 7 . 2 L5 3 .6 8 .O 1 .5 4. 1 9. 7 1 . 9 4.7 4.6 1 .4 3 .2 lo . 9 0.6 4. 1

表 4 2 降下ばい じ ん量の経年変化

デポ ジ ッ ト ゲ ー ジ法に よ る 降下ばい じ ん汚染度の評価

汚 染 度 降下ばい じ ん量 ( t onれ貯/月 ) 評 価

1一具 1 0 未 満 、 軽 微 な 汚 染

2 1 0 以 上 2 0 未 満 中 等 度 の 汚 染

3 2 0 以 上 高 度 の 汚 染
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図 8 降下ぱい じ ん量の経年変化

( ton乙嬬%月 )

●----● 倉 吉 市 役 所

×-一一一× 西部総合事務所

ロー---□ 日 吉 津 小学 校

56 57 58 59 60 6 1

各汚染物質の経年変化

一般環境大気測定局に お け る 各汚染物質濃度の測定は 、 次 の と お り であ る 。

衛生研究所に お い て は 、 二酸化硫黄濃度の年平均値は昭和 5 6 年度か ら 6 1 年度 に お い て 0 0 0 6

~ 0. 0 0 5 ppm であ り 横ばい傾向 に あ る 。 一酸化炭素濃度は年平均値が 0. 4 ppm で横ばい傾向 に あ る 。

浮遊粒子状物質濃度は昭和 5 6 年度以来年平均値はほぼ横ばい傾向 に あ る 。 窒素酸化物 (二酸化窒素 )

に つい て は 、 昭和 5 6 年度以来年平均値は 0. 0 0 8 ~ 0 . 0 0 5 ppm の範囲 に あ り 、 日平均値が 0. 0 6

ppm を超 え た 日数は皆無であ る 。

光化学オ キ シ ダ ン ト 濃度は昭和 5 6 年度以来 、 昼間の 1 時間値が 0. 0 6 ppm を超 え た時間数はやや

増加傾向 に あ る が 緊急時の措置基準 0. 1 2 ppm を超 え た時間は皆無 であ っ た 。

米子保健所に お い ては 、 二酸化硫黄濃度の年平均値は昭和 5 6 年度か ら 6 1 年 において 、 0. 0 0 8

ppm か ら 0. 0 0 4 ppm と やや減少傾向が う かがわれ る 。 一酸化炭素濃度は年平均値が 0. 5 ppm で横ば

い傾向 に あ る 。 窒素酸化物に つい て は 、 5 6 年度以来 日平均値が 0. 0 6 ppm を超 えた 日数は皆無である 。

光化学 オキ シ ダ ン ト 濃度は昭和 5 6 年度以来 、 昼間の 1 時間値が 0. 0 6 ppm を超 え た時間数は年度

に よ っ て増減は あ る が 、 緊急時の措置基準 0. 1 2 ppm を超 え た時間は皆無であ る 。

自 動車排出 ガ ス測定局に お け る 一酸化炭素濃度は 、 鳥取市末広温泉町 日交旅行セ ン タ ー で昭和 5 6

年度か ら の年平均値は 2. 5 ~ 4, o ppm であ り 、 1 時間値の 8 時間平均値が 2 0 ppm を超 え た も の及び

1 時間値の 日平均値が 1 o ppm を超 え た も の は皆無であ っ た 。

鳥取市松並町丸山交差点及び米子市加茂町中国電力前に つい て は 、 鳥取市 日交旅行セ ン タ ー と 同程

度 な い し それ以下の 濃度か保たれ て い る 。
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第 2 節 大気汚染 の 防止対策

法 ･ 条例による規制

(1 ) 法 に よ る 規制

大気汚染防止法 ( 以下 ｢法 ｣ と い う 。 ) の仕組み と し て は 、 施設の種類を定め ( ばい煙発生施設

2 8 種 、 粉 じ ん発生施設 5 種 ) 各施設を 設置 し よ う と す る 者 、 及び現に 設置 し て い る 施設 を変更 し

よ う と す る 者に対 し て 、 届 出 の義務 ( 法第 6 条設置届 、 第 8 条変更届 ) を課 し 、 ま た 、 ばい煙排出

者の遵守すべき排出基準 を定め 、 こ の排出基準に適合 し な い場合は 、 ばい煙排出者 に対 し 計画変更

や改善を命 じ ( 法第 1 4 条 ) こ れ に従わ な い場合は罰則が適用 さ れ る 。

な お 、 現在 、 硫黄酸化物 ばい じ ん 有害物質 ( 塩化水素等 ) 窒素酸化物等に つ い て 、 排出基

準が定め ら れ て い る 。

ァ 硫黄酸化物

硫黄酸化物の排出基準 ( 施行規則第 3 条 ) は 、 排出 口 の高 さ に応 じ て定め ら れた硫黄酸化物の

許容限度 と し て q = k × 1 0 一 3 × 亘 e 2 ( q は 1 時間当 た り の硫黄酸化物の排出基準量、 亘 e は

有効煙突高 、 k は排出係数 ) で表 さ れ て お り 規制は k 値で行われ て い る 。 本県は 、 昭和 4 9 年

4 月 1 日 か ら 全域が 1 7 . 5 と な っ て い る 。

イ “まい じ ん

ばい じ ん の排出基準 ( 施行規則第 4 条 ) は 、 ばい煙発生施設 に お い て発生 し 、 排出 口 か ら大気

中 に排出 さ れ る ばい じ ん量 に つい て 、 発生施設の種類及び規模ご と に規制 さ れ て い る 。

近年 、 石炭転換等 エ ネ ルギ ー状勢の変化への対応 と 、 大気中の粒子状物質に対す る 対策 と し て

昭和 5 7 年 6 月 1 日 よ り 排出規制の改定強化が図 ら れた 。 改定の概要は①法第 3 条第 1 項 の規定

に よ る ばい じ ん の排出基準 ( 一般排出基準 ) を 1 / 2 に強化 、 ② コ ー ク ス炉等の 7 施設 に つい て

新た に排出基準 を設定 、 ③標準酸素濃度補正方式の導入に よ り 、 規制 の公平 を期す る 等であ る 。

ウ 塩化水素

塩化水素の排出基準 ( 施行規則第 5 条第 1 号 ) は 、 ばい煙発生施設に お い て発生 し 、 排出 口 か

ら大気中 に排出 さ れ る 塩化水素に つ い て 、 発生施設の種類に よ り 規制 さ れ て お り 、 廃棄物焼却炉

等が該当 し て い る 。

工 窒素酸化物

固定発生源に対す る 全国一律 の窒素酸化物排出基準 ( 施行規則第 5 条第 2 号 ) に つ い て は 、 昭

和 4 8 年 8 月 に 大型施設を対象 と す る 第 1 次規制 、 昭和 5 0 年 1 2 月 に対象施設の拡大等を内容

と す る 第 2 次規制 、 ま た 、 昭和 5 2 年 6 月 に対象施設の拡大及び排出基準の強化 を主 と す る 第 3

次規制 、 更 に 昭和 5 4 年 8 月 1 0 日 か ら対象施設 を拡大 し た第 4 次規制、 更 に 昭和 5 8年 9 月 1 0

日 か ら 固体燃料 ( 石炭等 ) に 係 る排出基準強化 を主 と す る 第 5 次規制を実施している 。 (資料3参照 )
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オ そ の他の有害物質

その他の有害物質 ( 塩化水素を除 く 。 ) の排出基準 ( 施行規則第 5 条第 1 号 ) は 、 ばい煙発生

施設にお い て発生 し 、 排出 口 か ら 大気中 に排出 さ れ る 有害物質に つい て 、 発生施設の種類に よ り

規制 さ れ て い る o

力 粉 じ ん

粉 じ ん に 関す る 規制は 、 粉 じ ん発生施設に つい て定め ら れ て い る 構造並びに使用及び管理に関

する 基準 ( 施行規則第 1 6 条 ) “こ よ り 規定 さ れ て い る 。

以上、 県 では 、 ばい煙排出者に課 さ れて い る 排出基準の遵守を監視す る た め 、 県内各保健所及

び衛生研究所を通 じ て 、 施設立入検査を行い 、 煙道中排ガ ス測定、 重油 の抜き取 り ( 含有硫黄分

測定 ) 等 を実施 し 、 排出基準 を上回 っ て い る 施設に は 、 ばい煙排出者に対し 、 施設改善指導を実

施 し て い る o

-;t
--

--
-l

t-1'--ili′l-‘lもゞ;"‘･{l
く

卿間潮
-III

L
喩脅

= 昭和 6 1 年度末現在 に お け る ばい煙発生施設 ( 表 4 3 ) ま た 、 粉 じ ん発生施設 ( 表 4 4 ) は

と ~ 斑 次の と お り であ る o
表 4 3 大気汚染防止法に基づ く ばい煙発生施設種類別届出数

( 電気工作物 ･ ガ ス工作物であ る ばい煙発生施設 を含む )

令別表第一
の 項 番 号 施設名＼＼優、健所名 鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 計

1ユー ボ イ ラ ー 176 1 9 94 2 1 2 13 5 14

2 ガ ス 発 生 炉 2 2 4

5 溶 解 炉 4 4

6 金 属 加 熱 炉 10 4 14

7 石 油 加 熱 炉 轡一上 2 3

9 焼 成 炉 2 2 4

1 1 乾 燥 炉 6 〔6 〕 3 〔3 〕 4 〔4 〕 12 〔 1 0 〕 1 〔 1 〕 26 〔24 〕

1 3 廃 棄物 焼 却 炉 13 1 1 6 39 9 78

。十 200 ( 1 37 ) 33 ( 26 ) 1 1 4 ( 78 ) 277 ( 1 72 ) 23 ( 1 7 ) 647 ( 430 )

( 注 ) 〔 〕 …骨材乾燥炉数 ( ) …工場 事業場数 ( 昭和 62 年 3 月 31 日現在 )
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表 4 4 大気汚染防止法に基づ く 粉 じ ん発生施設種類別届出数

( 電気工作物であ る 粉 じ ん発生施設を含む )

令別表第二
の 項 番 号 施設、名＼~遜保廼健所名 鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 。十

2 堆 積 場 2 1 2 8 2 1 5

3 コ ン ベ ア 25 3 1 3 1 8 59

4 醸 護 嬢 14 5 7 7 33

5 ふ る い 7 3 2 7 1 9

計 48 (9 ) 1 2 ( 3 ) 2 ( 2 ) 30 ( 1 1 ) 34 ( 3 ) 1 26 ( 28 )

( 注 ) ( ) …工場 事業場数 ( 昭和 62 年 3 月 3 1 日 現在 )

ゆ @) 自 動車排出 ガ ス規制
自動車排出 ガ ス に よ る 大気汚染防止対策 と し て 、 国 に お い ては中央公害対策審議会の答申 に基づ

き 新車及び使用過程車を対象 と し て一酸化炭素 、 炭化水素、 窒素酸化物等に係る 規制が段階的に強

化 さ れ 、 排出 ガ ス の量の 削減が図 られて い る 。

(3) 条例 に よ る 規制

鳥取県公害防止条例 ( 昭和 4 6 年 1 0 月 1 2 日 公布 、 県条例第 3 5 号、 昭和4 7年 4 月 1 日 施行 )

に よ る 規制は 、 パ ーク 炭製造施設及び貯蔵施設、 打綿機、 混打綿機を粉 じ ん関係特定施設 (表 4 5 )

と し 、 施設管理基準 ( 表 4 6 ) を 定め て規制 し て い る が 昭和 6 1 年度末現在の届出数は表 4 7 の

と お り であ る 。

表 4 5 粉 じ ん関係特定施設 と 規模

施 設 名

1 . パ ー ク 炭 ( の こ 屑 、 木皮等 を炭化 さ せ微粉炭に し た も の ) 製造施設及び貯蔵施設

2. 打綿機及び混打綿機

表 4 6 粉 じ ん関係特定施設に係る 構造並びに使用及び管理に 関す る 基準

管 理 基 準

次の各号の いずれか に該当す る こ と 。

1 . 粉 じ ん が飛散 し に く い構造の建築物内 に 設置 さ れ て い る こ と 。

2 . フ ー ド 及び集 じ ん機が設置 さ れ て い る こ と 。

3 . 戸 ･ 窓等が密閉 さ れ て い る こ と 。

4. 前各号 と 同等以上の効果を有す る措置が講 じ ら れ て い る こ と 。
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表 4 7 公害防止条例に基づ く 粉 じ ん関係特定施設種類別届出数

施投 ＼＼＼＼、保健所名 鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 計 ｢

打 綿 機 21 ( 1 8 ) 8 ( 8 ) 26 ( 24 ) 33 ( 27 ) 3 ( 3 ) 9 1 ( 80 )

混 打 綿 機 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 2 ( 2 )

パ ー ク 炭 製 造 ( 貯蔵 ) 施 設 1 ( 1 ) 1 ( 1 )

討 22 ( 1 9 ) 9 ( 9 ) 26 ( 24 ) 34 ( 28 ) 3 ( 3 ) 94 (83 )

( 注 ) ( ) …は事業場の数 ( 昭和 62 年 3 月 31 日現在 )

2 監視状況と行政指導

(1) 煙道中排出 ガ ス測定立入検査

昭和 6 1 年度中 に 脛道中排出 ガス測定立入検査を実施 した 施設 ( 表 4 8 ) は延べ 1 1 9 施設 ( 4 0

工場 事業場 ) であ り 、 いずれ も 排出基準以下で あ っ た 。

表 4 8 昭和 6 1 年度脛道中排出 ガス測定立入検査状況

令別表第 1 の 施設数

硫黄酸化物 “ま い じ ん 塩 化 水 素 窒素酸化物 合 。十

葹議 匙籤 葹議 匙籤 葹議 驫籔 葹蛾 驫籤 葹蛾 匙倭
1 ボ イ フ ー 28 0 26 0 O O 27 O 8 1 ( 28 ) O

9 既 成 炉 0 0 す･I- 0 O O O O 1 ( 1 ) O

1 1 乾 燥 炉 2 O 2 0 0 0 2 0 6 ( 2 ) O

1 3 廃棄物焼却炉 8 0 9 O 6 O 8 0 3 1 ( 9 ) O

計 38 O 38 O 6 O 37 O 1 1 9 (40 0

( 注 ) ( ) …工場 事業場数

(2) 重油抜取 り 検査

大気汚染防止法に基づ く 硫黄酸化物排出基準 ( K値規制 ) に係 る 適合状況に つい て昭和 6 1 年度

中 に 1 9 3 工場 事業場に立入検査を実施 し 、 使用燃料中の重油の抜き取 り 検査を行 っ た結果、 い

ずれ も 基準以下であ っ た 。

(3) 大気関係監視指導状況

昭和 6 1 年度中 に実施し た ばい煙発生施設及び粉 じ ん発生施設等 に対 し て施設の改善等で行政指

導 し た廷件数は表 4 9 の と お り であ る o

表 4 9 大気関係監視廷指導件数

項 目
ばい煙発生施設

計
粉 じ ん発生施設

計 合 計
法 条 例 そ の他法 そ の他

廷 監 視 指 導 件 数 鋭粥 0 388 47 O O 47 435

- 5 8 -


